































































































































































































































































た か の み こ
野御子大神（高
野明神）、第３殿には大
お お げ つ ひ め
食都比売大神（気比明神）、第4殿には市




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































天　野 真国宮 中　南 北　寺 梁　瀬 押　手 杉野原 久野原
仏　事 〇 ─ 〇 〇 〇 ─ ─
神　事 〇 〇 〇 〇 〇
渡　御 ─ ─ 〇 〇 〇
田遊び 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
穂長の尉 田人 花賀の丞 おものぢやう おもの𠀋 百々の丈 おものじよ 重之衆 中の丞
福太郎 牛飼 福太郎 婿 福太郎 福太郎 福太郎 婿 福太郎
昼飯持ち 田都女れいの坊 ─ ─ おんなりもちおんなり持ちをんなり持 ─ ─








































































































































シ ヨ サ ハ
作者、理趣經一クワン、サンハカリナ也、ヤカテ小アンせチヘ出
シユツシ
仕アリ、夕
イウ
サイシキアリ、
シタテハ、イヽハ年ヨ、ヲヽシルハカミアツカツ所、ハシトモニ、ヲヽシルノ上ニタウフアリ、
役人ハ上アツカツシヨ代ノヤク也、造作ノ料ハ壹石壹斗八升、ヲサメ枡ニテ可渡／同采ノクキ
淸、同牛蒡、同ヒラキマメハ壹升也／一、兩預所ヨリ御田儀式之時、散米三升ツヽ、同サケ三
升宛出候、同福蒔之種
モ ミ
子モ三升ツヽ、シヤクマイリテ、金剛供アリ、ハシメ二コツハ土
ト キ
器、ノ
チ一コンハサンノコ、サイシキノケイヱイ衆
シユ
ハ四人ノカヽツ所ヨリ一人ツヽイヽ四ハイ、サケ
一升下行」とある。和多秀乗校注『神道大系』論説編１真言神道上（神道大系編纂会　1993年）
一
二
七
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355～378頁に史料の全文が翻刻されている。『金剛峯寺年中行事』の二月分の前（正月分とい
うことになる）に「一天野社十四日御祭　六人」とある。中田法壽『高野山文書』第３巻（高
野山文書刊行会　1941年）177～191頁に史料の全文が翻刻されている。『天野社雑記』の「御
田支度之事」に「一モチハ舊冬一度調置之、床中配進之、モチ別山ヲク、天野下分六十枚斗可
有之、莊嚴之事大工可被付之、神前御供、調之時、社家ヨリ御出仕アレト告來ル時、伴僧召連
出仕、經一巻了ノ時、社人御田之祝儀アリ、神前了、於小庵室祝儀、御精進供等如常、鬼之餠
一枚ツヽ菜ハホタ木壹束、ヘキノ上居土器共也、如此之膳、兩年預居之、左右座獻杓有、護摩
壇鬼餠三枚ツヽ、三通九枚、ホタ木一束ツヽ／斧始トテ白米三升半、紙貮帖、大工渡之、日中
續松五ツ支度、夜入、人足貮人鬼ナシテ山王院籠／一今日、四之祝子二百文持參、百文者大工
遣之、百文上年預之宿主遣之、下年預之宿主續松之殘遣之、其内一續松社人之内。沙汰人ト云
モノ取之／以上了、十五日歸山、十六日餠クハル」とある。前掲、和多氏校注『神道大系』論
説編１真言神道上381～409頁に史料の全文が翻刻されている
（32）　『金剛峯寺山王院長床山上山下雑記』に「一、修
シユ
正ノ出仕ハツ子ノコトシ、同タン供ハ人
別
ヘツ
一枚ツヽタツへシ、トウ明三トウ、年預ヨリトホスヘシ、修正スキテメヲニノタイマツ、年
ヨタイトツテ火
ヒ
クチ三尺ヲトリ、小アせチニテ火ヲトモシツキ、殘ル續松ハヲノ々々シハイス
有來コトク也、任
マカせテレイニ
例トル方
カタ
ヱ配分可有也」とある。前掲、和多氏校注『神道大系』論説編１
真言神道上。
（33）　当該部分が「修正過テ毒鬼ノ續松年預代取テ小菴室ニテ火ヲトモシツキ」となっている。
中田法壽編『高野山文書』第１巻（高野山文書刊行会　1937年）491～510頁に史料の全文が翻
刻されている。
（34）　註（31）前掲。
（35）　註（31）前掲。
（36）　和歌山県立博物館編『高野山麓　祈りのかたち』（和歌山県立博物館　2012年）66頁など
に写真が掲載されている。
（37）　2013年１月20日調査。天野社の御田は少なからず取り上げられてきているが、現状と史料
の双方に目を配った比較的近年の論考として、伊藤信明「天野の御田」（『和歌山県立博物館研
究紀要』10　2003年）、丹生都比売神社史編纂委員会編『丹生都比売神社史』（丹生都比賣神社　
2009年）256～266頁がある。
（38）　伊藤信明「江戸時代の天野の御田祭─新資料『天保六年御田印帳』について─」（『史泉』
101　2005年）。
（39）　『御田手引草』では「早乙女四人」となっている。註（37）前掲、丹生都比売神社史編纂委
員会編『丹生都比売神社史』315～318頁に史料の全文が翻刻されている。近年の写真でも4名
の早乙女役で実施されているものがあるので、実見した際の３名は例外的な事態であったので
あろう。
（40）　『御田手引草』では「田人云／れいの坊ゝゝ／田づめ以
も と
前の装
な り
束にて休
やす
神
ミ き
酒を頭
あたま
にのせ出
ゐ
て来
きた
る」とあるが、実見した際には「れいの坊」と「田都女」は異なる衣装であった。
（41）　近年では少子化の影響などで少女が務めることも少なくない。
（42）　たびたび高野山に参籠し、高野山に葬られたことから高野御室と称される覚法法親王（1091
～1153年）の参籠記である『御室御所高野山御参籠日記』の久安6（1148）年6月10日条には高
野山への途次に宿泊した天野社で「今朝先參丹生御寶前、奉幣帛牽神馬、又貢蒔繪手箱入種々物、
其次召八女令哥舞、給繪扇了、其後退下」とあり、天野社には歌舞を勤める「八女」がいたこ
とが記されている。高野山文書又続宝簡集200。
（43）　中川善教「高野山修正会考」（『密教文化』63　1963年）。
（44）　註（37）前掲、丹生都比売神社史編纂委員会編『丹生都比売神社史』263頁。
（45）　新井恒易『農と田遊びの研究』下（明治書院　1981年）227～302頁に和歌山県の高野山周
一
二
六
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辺地域の御田の事例が取り上げられている。他に註（4）前掲、和歌山県教育委員会編『高野山
周辺地域民俗文化財調査報告書』など。
（46）　『紀伊続風土記』巻之47伊都郡志富田荘の東志田村の蟻通明神社の項に「毎年正月十一日
御田植といへる神事あり、神職・禰宜あつまり田植の状をなして米を蒔く、參詣の人これを拾
ひ十五日の粥に入れ食して年中の邪氣を除くといふ」とある。この「御田植」は神社の行事と
して神職らによって実施されていたようであるが、同書同項には「別當　神宮寺／氏神の側に
あり、本堂・釣鐘堂・僧坊等あり」とあって、やはり修正会と結び付いたものであった可能性
もある。
（47）　美山村史編さん委員会編『美山村史』史料編（美山村　1991年）312～317頁に御田の次第
書である明治16（1883）年の『御祭礼御田精録』の翻刻が掲載されている。
（48）　長谷丹生神社文書の安政５（1858）年の『勘録支配帳』。紀美野町美里町誌編纂委員会編『美
里町誌』史料編１（紀美野町　2007年）16～18頁に史料の翻刻が掲載されている。
（49）　花坂の鳴川神社境内の観音堂で「御田の舞」が行われたが、内容は神楽で模擬耕作の所作
は見られなかったという。高野町史編纂委員会編『高野町史』民俗編（高野町　2012年）174・
175頁。
（50）　中世・近世の神野・真国地域については、水田義一「神護寺領紀伊国神野真国庄絵図につ
いて」（藤岡謙二郎先生退官記念事業会編『歴史地理研究と都市研究』上　大明堂　1978年）
参照。
（51）　註（45）前掲、新井氏『農と田遊びの研究』下240頁。
（52）　森本一彦「高野山周辺の御田─真国を中心に─」（『民俗文化』29　2017年）。
（53）　2017年2月2日調査。2017年は2月３日が旧正月7日に当たったが、神職の都合により2
月2日に実施された。
（54）　和歌山県立博物館編『中世の村をあるく─紀美野町の歴史と文化─』（和歌山県立博物館　
2011年）120頁に関係史料の写真が掲載されている。
（55）　註（45）前掲、新井氏『農と田遊びの研究』下242～247頁などに詞章の翻刻が掲載されている。
（56）　註（52）前掲、森本氏「高野山周辺の御田」に掲載されている1980年代の広域市町村圏郷土
芸能競演会での公演の際の写真の衣装は着ぐるみ風のもののようである。また、大阪市平野区
の杭全神社の御田植祭に登場する牛の衣装も着ぐるみ風のものとなっている。2019年4月13日
調査。
（57）　註（54）前掲、和歌山県立博物館編『中世の村をあるく─紀美野町の歴史と文化─』120頁。
（58）　花園村のあゆみ実行委員会編『花園村のあゆみ』（花園村　2005年）19～26頁に現存する
池之窪（新子村の内）阿弥陀堂・北寺観音堂・梁瀬大日堂・峯手地蔵堂・臼谷観音堂・有中釈
迦堂の各集落の仏堂の写真が掲載されている。これらの仏堂については2017年８月11日に踏査
を実施した。また、北寺の南垣内には和歌山県の文化財に指定されている地蔵堂が所在し、天
井に打ち付けられている棟札には「（梵字）奉立地藏堂一宇天正十七年<□丑>十一月廿八日」
と天正17（1589）年の墨書の銘文がある。2019年９月25日調査。
（59）　註（58）前掲、花園村のあゆみ実行委員会編『花園村のあゆみ』178頁に水害直後の下花園
神社や大日堂を含む地域の写真が掲載されている。
（60）　註（58）前掲、花園村のあゆみ実行委員会編『花園村のあゆみ』35頁、齊藤和枝『高野山麓
の民俗─花園村の歌と年中行事─』（名著出版　1985年）11頁など。
（61）　地蔵堂の跡は現在では花園（中南）保健福祉館となっている。保健福祉館は1967年に建て
られたという。
（62）　2019年９月24日調査。印文は「牛王／福王寺／寳印」。版木の大きさは23.7センチメートル
×37.0センチメートルである。
（63）　2019年９月24日調査。大阪大学文学部国史研究室編「中南区有文書」（『大阪大学文学部紀要』
一
二
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20　1980年）に史料の翻刻が掲載されている。
（64）　2019年11月８日調査。和歌山県立博物館寄託。大河内智之「上花園神社仮面群と高野山周
辺の仮面芸能」（赤松徹真編『日本仏教史における「仏」と「神」の間』龍谷大学仏教文化研
究所　2008年）参照。
（65）　例示すれば当麻寺（奈良県葛城市、高野山真言宗・浄土宗）の練供養（二十五菩薩来迎会）
を当麻のレンゾと称しており、奈良盆地では田植えの後などの農休みに周辺の農民が多数参詣
する寺社の行事を○○のレンゾと呼んでいた。
（66）　註（4）前掲、和歌山県教育委員会編『高野山周辺地域民俗文化財調査報告書』253～258頁
に史料の翻刻が掲載されている。
（67）　阪本覚一郎『御田の舞』（私家版　1975年）2・３頁。　
（68）　註（58）前掲、花園村のあゆみ実行委員会編『花園村のあゆみ』52頁。
（69）　『紀伊国名所図会』後篇之３の「杉野原村阿彌陀堂にて例年正月七日御田跳をなして年豊
を祈る図」「久野原の村民前年正月十日より後に生まれたる小児を（中略）併に御田躍をなす図」。
（70）　註（67）前掲、阪本覚一郎『御田の舞』24頁。
（71）　註（58）前掲、花園村のあゆみ実行委員会編『花園村のあゆみ』53頁。2019年９月25日の北
寺での聞き取りでは1963年を最後に廃絶したという。なお、註（45）前掲、新井氏『農と田遊び
の研究』下280・281頁では帝釈寺観音堂は取り除かれたとするが現存する。また、明徳３（1392）
年の銘のある梵鐘もあったとする。坪井良平『日本古鐘銘集成』（角川書店　1972年）252頁の「225
遍照寺鐘」の項には「もとは同村北寺の徳
マ マ
竜寺観音堂の軒に懸っていたが、近年遍照寺で保管
されることになった」とある。現状では再び帝釈寺観音堂の軒先に懸けられて現存する。陰刻
銘は第１区に「德龍寺之鐘」、第2区に「明德三年<壬申>二月日」となっている。2017年2月
4日調査。
（72）　有田川町清水行政局保管コピー。奥書は「昭和十六年旧正月吉日／北寺田首丑之助書」と
なっている。註（4）前掲、和歌山県教育委員会編『高野山周辺地域民俗文化財調査報告書』259
～266頁に史料の翻刻が掲載されている。
（73）　註（58）前掲、花園村のあゆみ実行委員会編『花園村のあゆみ』104頁。
（74）　2019年９月25日調査。
（75）　註（58）前掲、花園村のあゆみ実行委員会編『花園村のあゆみ』105頁に比較的近年のもの
と見られる「宝引き」の写真が掲載されている。
（76）　註（58）前掲、花園村のあゆみ実行委員会編『花園村のあゆみ』104～105頁。
（77）　2015年2月22日調査。
（78）　註（58）前掲、花園村のあゆみ実行委員会編『花園村のあゆみ』37頁。
（79）　註（4）前掲、和歌山県教育委員会編『高野山周辺地域民俗文化財調査報告書』72～112頁
など。
（80）　猿投神社蔵。豊田史料叢書編纂会編『豊田史料叢書』猿投神社中世史料（豊田市教育委員
会　1991年）201～233頁に史料の写真と釈文が掲載されている。
（81）　平尾は2014年１月18日調査、野依は同年５月５日調査。
（82）　『紀伊続風土記』巻之47の伊都郡志賀荘志賀村の大隆寺の項に「中志賀村の東二町にあり、
本尊不動明王古佛なり、寺の側に觀音堂<方五間>あり、今當寺の本尊とす、甚古堂にて柱みな
蟲はみたり、本尊觀音又甚古佛なり、毎年正月十日此堂にて大松明を燃し鬼の面を著け鬼の装
束したるものを追いて堂内を驅せ廻ることあり、遠近群湊す、名つけて鬼はしりといふ<筑前
住吉社及所々にあり>」とある。
（83）　註（58）前掲、花園村のあゆみ実行委員会編『花園村のあゆみ』41～50頁など。
（84）　註（18）前掲、有田川町清水行政局保管コピー。
（85）　『紀伊国名所図会』後篇之３の阿弥陀堂の項に「川津明神の境内にあり、堂内にて例年正
一
二
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月六日夜、御田といふ雜樂あり、久野原・板尾など大かた似たれども、誦歌・曲節ともたがひ
に異なり」とある。
（86）　衣装の入れられた箱の蓋の裏面に「嘉永六癸丑極月吉日／御田擣着物箱／板尾邑／所持」
との、箱の側面に「御田擣衣類入／板尾村」との墨書銘がある。註（18）前掲、有田川町教育委
員会編『国指定重要無形民俗文化財杉野原の御田映像記録解説書』198・199頁に写真が掲載さ
れている。
（87）　註（6）前掲、清水町誌編集委員会編『清水町誌』下550・551頁。
（88）　2014年2月11日調査。
（89）　財団法人和歌山県文化財センター編『重要文化財雨錫寺阿弥陀堂修理工事報告書』（雨錫
寺　1998年）13・14頁。
（90）　『紀伊国名所図会』後篇之３の「杉野原村阿彌陀堂にて例年正月七日御田跳をなして年豊
を祈る図」には「裸苗押し」は描かれていないが、燃え盛る阿弥陀堂外陣の炉は見える。
（91）　2019年2月11日調査。
（92）　註（８）前掲、清水町文化財保護審議委員会編『清水町の民俗行事』63頁。
（93）　『紀伊国名所図会』後篇之３の「久野原の村民前年正月十日より後に生まれたる小児を（中
略）併に御田躍をなす図」。また、同書の岩倉神社の項目には「此日又御田といへる雜樂あり、
一人は婿のさまをなして、一人は舅の趣を學び、二人荒田をうち返すより、かり収むるまでの
眞似をなして、當年の豐熟を祈れり」とあり、岩倉神社祭礼と同日の行事ではあるが、岩倉神
社での行事とはしていない。
（94）　那智勝浦町史編さん委員会編『那智勝浦町史』下巻（那智勝浦町　1980年）667～672頁など。
（95）　註（47）前掲、『御祭礼御田精録』。「大茂之亟」の「亟」は丞の誤記・誤写でおものじょう
の意であろう。
　［付記］
　本稿は「寺院・仏堂を守護する神の展開・変容についての総合的研究─アジア仏教史の視座か
ら─」（日本学術振興会科学研究費　基盤研究（C）　2019～2021年度　課題番号19K00124　研究
代表者脊古真哉、研究分担者黒田龍二・曽根原理・上島享・藤井由紀子）による共同研究の成果
の一部である。
　2013年以来のこの地域の調査に際しては、和歌山県伊都郡かつらぎ町・有田郡有田川町・海草
郡紀美野町・奈良県吉野郡野迫川村の地元関係者の方々、役場・教育委員会の方々に大変お世話
になった。記して感謝の意を表します。特に丹生都比売神社の御田の調査では同社宮司丹生晃市
氏、有田川町の行事・仏堂の調査では同町教育委員会の川口修実氏、有田川町清水行政局保管の
関係史料の調査では清水行政局長（当時）中野裕示郎氏、野迫川村の調査では同村教育長中迫喜
昭氏、和歌山県立博物館に寄託・所蔵されている関係史料の調査では同館の大河内智之氏・坂本
亮太氏にご高配いただいた。これらの方々に篤くお礼申しあげます。

